
▼
十
一
月

16
日
（水
）休
館
い

た
し
ま
す
。 

代
わ
り
に
十
一
月

23
日
（水
）開
館
し
ま
す
。 

▼
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
日
好
評
で
す
。 

   東コミ局 
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ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
香
港
編
６ 

九
月

25
日 

 

「 
香
港
の
未
来
を
考
え
る-

雨
傘
革
命
、 

そ
し
て20

4
7

年
を
目
指
し
て
」 

 
 

 
 

東
京
大
学
大
学
院
谷
垣
真
理
子
教
授 

  

約
二
年
前
、
香
港
で
行
政
長
官
選
挙
の
民
主
化

を
求
め
た
学
生
や
市
民
が
香
港
中
心
部
の
道
路

を
最
大
十
万
人
規
模
で
占
拠
す
る
「 

雨
傘
革

命
」が
起
き
た
。
背
景
に
は1997

年
に
中
国
へ
返

還
さ
れ
た
後
も
一
国
二
制
度
と
い
う
限
定
的
な

民
主
主
義
が
保
証
さ
れ
て
い
た
事
が
あ
っ
た
。
抗

議
活
動
は
三
ヶ
月
近
く
続
い
た
も
の
の
中
国
政
府

は
一
切
譲
ら
ず
、
活
動
は
収
束
し
た
か
に
見
え
た

が
、
今
年
九
月
４
日
の
立
法
会(

議
会)

選
挙
で
は

新
た
な
結
果
を
導
き
出
し
て
い
る
。  

返
還
か
ら

20
年
、
そ
し
て
30
年
後
の2047

年

に
向
か
っ
て
香
港
の
人
達
は
ど
う
変
わ
り
ゆ
く
の

か
、
谷
垣
教
授
は
そ
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
。  

香
港
の
人
達
は
お
し
ゃ
べ
り
好
き
・電
話
好
き

だ
。
し
か
も
若
い
世
代
に
はiPhone

やSN
S

、

L
IN

E

が
あ
る
。
か
つ
て
親
世
代
は
自
転
車
の

チ
ュ
ー
ブ
を
身
体
に
巻
い
て
泳
ぎ
渡
っ
て
き
た
と
い

う
の
に
、
今
の
彼
ら
に
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
。  

 

香
港
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
先
生

は
、
ご
自
身
の
経
験
や
知
見
を
積
み
上
げ
、
地
域

文
化
研
究
の
視
点
か
ら
「 

あ
な
た
の
知
っ
て
い
る

香
港
と
は
、
何
で
す
か
？
彼
ら
の
30
年
先
の
未

来
を
ど
う
考
え
ま
す
か
？
」と
私
達
に
問
う
。
中

身
の
濃
い
、
学
ん
だ
実
感
、
手
ご
た
え
の
あ
る
最

終
回
に
ふ
さ
わ
し
い
講
義
で
し
た
。 

二
時
間

30
分
に
も
及
ぶ
長
丁
場
を
皆
さ
ん

と
て
も
熱
心
に
聴
講
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
で

香
港
シ
リ
ー
ズ
は
終
了

し
ま
す
。
次
回
を
お
楽

し
み
に
。 

 

身
近
な
庭
に
も
珍
し
い
虫
が
い
ま
す
。
八
月
７
日

午
前
、
庭
で
見
つ
け
た
自
慢
の
虫
を
虫
お
じ
さ
ん

小
峰
光
弘
さ
ん
に
特
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。
低
学

年
児
が
多
い
会
で
し
た
。 

 

第
11
回
吉
祥
寺
東
落
語
会 

 

九
月

27
日
午
後
、
春
風
亭
朝
也
さ
ん
、
こ
の
日

は
、
季
節
が
ら
「 

目
黒
の
さ
ん
ま
」と
昔
の
素
人

芝
居
ブ
ー
ム
が
う
か
が
え
る
「 

蛙
茶
番
」の
２
席

で
し
た
。
朝
也
さ
ん
来
春
真
打
ち
昇
進
で
、
三
朝

を
名
乗
り
ま
す
。 

 

「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

 
 

 

つ 

ど 
い 
」へ 

ど 

う 

ぞ  
 

 
 

小
中
連
携
教
育
か
ら
小
中
一
貫
教
育
へ 

八
月

11
日
（祝
）
14
時
か
ら
「 
武
蔵
野
市
小
中

連
携
教
育
推
進
委
員
会
報
告
書
」の
説
明
を
竹

内
教
育
部
長
、
指
田
指
導
課
長
か
ら
聞
き
、
意

見
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
と
、
三
中
、
本
宿
、
四
小

の
保
護
者
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、
呼
び
か
け
ま
し

た
。
37
名
の
参
加
で
し
た
。 

 

校
舎
も
小
中
一
体
と
い

う
の
は
、
東
部
地
域
で
は
具

体
像
を
描
き
に
く
い
で
す

が
、
連
携
が
強
ま
り
、
理

科
、
図
工
、
音
楽
、
社
会
な

ど
専
科
の
先
生
が
小
学
校

で
も
教
え
る
こ
と
へ
の
期
待

は
あ
り
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
は
届
け
た
も
の
の
若
い
親

世
代
の
参
加
は
少
な
い
。
六
月
末
青
少
協
で
も
勉

強
し
ま
し
た
。
今
後
も
同
じ
テ
ー
マ
で
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

  

東
町
の
昭
和
史 

 

吉
祥
寺
女
子
大
通
り
光
会
の
今
昔 

  
 

光
会
会
長 

川
島
好
勝
さ
ん  

九
月

29
日 

   

昭
和

20
年
三
月
末
日
、
吉
祥
寺
駅
前
か
ら
、

一
週
間
前
の
連
絡
で
強
制
疎
開
、
女
子
大
通
り

に
引
っ
越
し
て
き
た
川
島
米
店
店
主
川
島
千
勝

さ
ん
が
、
世
の
中
が
や
っ
と
落
ち
着
い
て
き
た
昭

和

28
年
、
子
ど
も
を
喜
ば
せ
よ
う
と
始
め
た
樽

神
輿
と
借
り
物
を
乳
母
車
に
の
せ
た
曳
き
大

鼓
。
子
ど
も
に
配
る
お
菓
子
な
ど
は
ご
自
分
で

用
意
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
本
物
の
神

輿
が
欲
し
い
と
、
昭
和

31
年
神
輿
購
入
発
起
人

会
を
作
り
、
奉
加
帳
を
回
し
て
集
め
た
お
金
で
、

浅
草
の
岡
田
屋
で
神
輿
を
誂
え
ま
し
た
。
修
理
で

見
積
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
今
な
ら
五
百
万
す
る
神

輿
で
す
。
第
１
回
昭
和

31
年
が
女
子
大
通
り
下

水
管
埋
設
工
事
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ
の
後

38

年
ま
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、
交
通
が
激
し
く
な
り

止
め
に
な
っ
た
。
神
輿
の
運
命
は
…
。 

 

次
な
る
は
、
ガ
タ
ガ
タ
の
道
で
、
下
水
が
流
れ
る

側
溝
は
細
く
て
雨
が
降
る
と
す
ぐ
溢
れ
、
道
も
ひ

ど
い
。
こ
っ
ち
も
問
題
だ
が
、
ま
ず
真
っ
暗
な
女
子

大
通
り
に
街
灯
を
つ
け
た
い
と
、
み
ん
な
で
運
動

し
、
ま
た
寄
付
金
を
集
め
、
柱
を
立
て
点
灯
に
こ

ぎ
つ
け
ま
す
。
だ
か
ら
「 

光
会
」。
宮
田
重
雄
氏

と
寿
美
井
さ
ん
は
寄
付
一
万
円
也
。
と
い
う
よ

う
な
貴
重
な
お
話
で
し
た
。
小
峰
光
弘
さ
ん
の
父

上
の
こ
と
も
よ
く

出
て
き
ま
す
。
記

録
は
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。 

    
 

 
 

 
 

 

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
企
画
出
前
も
活
用
。
十

月
１
日
は
、
骨
密
度
測
定
に
女
性
が
続
々
お
い
で

に
な
り
ま
し
た
。
。 

▼
八
月

31
日
窓
口
担
当
連
絡
会
議
。
新
に

サ
ー
ク
ル
登
録
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
利
用
に
つ

い
て
の
原
則
の
確
認
の
お
願
い
も
い
た
し
ま
す
。 

▼
十
月
防
災
器
具
用
の
倉
庫
が
で
き
ま
し
た
。
い

ざ
と
い
う
時
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
南
庭
に
。 

▼
十
月

15
日
（土
）音
楽
会
「 

チ
ェ
ロ
名
曲
選
」

奈
切
敏
郎
さ
ん
。
切
符
は
売
り
出
し
た
十
月
１

日

60
席
完
売
し
ま
し
た
。 

▼
昨
年
ま
で
研
連
か
ら
で
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
補
助
金
３
万
円
が
な
く
な
り
、
南

コ
ミ
、
本
宿
コ
ミ
と
吉
祥
寺
東
コ
ミ
の
３
コ
ミ
セ
ン
で

行
っ
て
き
た
「 

外
環
問
題
協
議
会
」と
「 

市
議
会

議
員
さ
ん
と
の
懇
談
会
」を
今
後
ど
う
す
る
か
、

協
議
中
で
す
。
研
連
に
事
業
費
の
請
求
を
す
る

な
ど
し
て
、
吉
祥
寺
東
コ
ミ
と
し
て
は
続
け
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

▼
初
級
囲
碁
は
、
有
志
で
同
好
会
化
し
ま
し
た
。 

▼
本
宿
盆
踊
り
で
金
券
売
を
担
当
し
ま
し
た
。 

▼
今
年
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
己
点
検
評
価
表
が
、

十
一
月
に
届
き
ま
す
。
九
浦
の
家
で
は
、
一
月
に

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
評
価
し
ま
す
。 

▼
年
内
に
、
雨
水
タ
ン
ク
を
も
う
一
基
、
駐
輪
場

北
に
設
置
し
ま
す
。 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
復
旧
中
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
、
つ
ど

い
の
情
報
、
東
町
ニ
ュ
ー
ス
の
他
、
九
浦
だ
よ
り
が

P
D

F

で
お
読
み
に
な
れ
ま
す
。
４
面
か
ら
出
て
き

ま
す
が
縦
書
き
の
宿
命
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

▼
床
鍋
麟
太
郎
君
八
月
末
運
営
委
員
退
任
に
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

九浦の庭の生き物探し 

草むらの虫を見つけよう 

 ↑虫を小峰さんに特定してもらう 

意
見
は
多
か
っ
た
が
収
斂
は
し
な
い
。 

目
的
は
何
か
。
と
ま
ど
い
も
。 



街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。 

◎
末
日
聖
徒
基
督
会
協
会
向
か
い
の

鍼
灸
院
閉
店
。 

◎
五
日
市
街
道
サ
ン
ロ
ー
ド
入
口
の
新
井
時
計
店
が

十
月

10
日
ま
で
閉
店
セ
ー
ル
の
後
閉
店
。 

◎
旧
日
の
出
そ
ば
の
新
築
ビ
ル
１
階
は
、
美
容
院

The Sea

が
十
月
１
日
開
店
。 

◎
九
月
初
め
ク
ッ
ク
ロ
ー
ド
装
身
具
雑
貨
の
店
デ

ザ
ー
ト
ロ
ー
ズ
が
閉
店
、
後
に
美
容
院[BIS 38]

。 

◎
女
子
大
通
り
吉
祥
寺
マ
ン
シ
ョ
ン
「 

ご
え
ん
」

閉
店
後
、
八
月
、
ブ
ラ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「Gypsophila

」
が
オ
ー
プ
ン
。 

◎
七
月
末
、
吉
祥
寺
通
り
の
花
屋
隣
り
「 

に
じ
い

ろ
小
町
」
再
開
し
ま
し
た
。 

◎
美
大
通
り
入
り
口
コ
イ
ン
パ
ー
ク
一
部
更
地
化
。 

◎
女
子
大
通
り
タ
コ
ー
隣
の
喫
茶
店
二
階
部
分
の
外

壁
を
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
で
、
テ
ー
マ
は
ダ
ニ
と
か
。 

◎
九
月

30
日
（
金
）
ゆ
と
り
え
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
店
長

15
名
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座 

◎
本
宿
小
に
新
学
期
か
ら 

特
別
支
援
教
室
を
設
置
。 

◎
夏
休
み
、
三
中
体
育
館
吊
り
天
井
撤
去
完
了
。 

 

◎
相
変
わ
ら
ず
東
町
は
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
つ
づ
く
。 

◎
九
月

24
日
朝
４
時
三
丁
目
美
大
通
り
で
、
道
に

寝
て
い
た
ら
し
い
人
が
轢
か
れ
死
亡
。
数
年
前
の
宮

本
小
路
立
体
駐
車
場
前
死
亡
事
故
と
酷
似
。 

【
７
／

26
～
９
／

26
交
通
事
故
】 

人
身
事
故 

東
町
７
件
、
物
件
事
故 

東
町

21

件
。
一
～
二
丁
目
の
五
日
市
街
道
、
女
子
大
通
り
沿

い
が
多
い
。
自
転
車
同
士
の
事
故
は
届
け
で
な
い
の

で
、
実
数
は
も
っ
と
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

【
事
件
】
・
八
月
初
め
東
町
四
丁
目
で
無
施
錠
の
ベ

ラ
ン
ダ
側
窓
か
ら
侵
入
し
て
窃
盗
。
TV
と
通
帳
だ
け

の
被
害
。
発
覚
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
荒
ら
さ
ず
目
立
た

せ
ぬ
手
口
で
す
。 

・
自
転
車
泥
棒
が
多
発
！
宅
地
内
で
も
施
錠
を
。 

・
九
月
１
日
９
時
半
頃
一
丁
目
で
歩
行
中
の
女
性
を

自
転
車
で
追
い
越
し
ざ
ま
胸
に
タ
ッ
チ
し
て
逃
走
。 

 
 ◆

ご
注
意

!
善
福
寺
公
園
で
，
ス
マ
ホ
を
見
な
が

ら
子
連
れ
散
歩
中
の
お
父
さ
ん
。
子
ど
も
が
池
に
落

ち
ま
し
た
。
後
ろ
を
歩
い
て
い
た
女
性
の
「 

あ
ぶ

な
い
」
の
声
に
、
ひ
き
あ
げ
て
無
事
で
し
た
が
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
環
本
線
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス 

国
交
省 

 

家
屋
調
査
の
説
明
も 

  
七
月

30
日

13
時
～

17
時
本
宿
小
学
校
地
下

集
会
室
で
、
国
土
交
通
省
が
外
環
本
線
に
つ
い
て

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
。
ま
だ
平
成

17
年
の
交
通
量
調

査
に
よ
る
交
通
量
推
計
の
ま
ま
でB

/C
(

費
用
対

効
果)

が
変
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
住
民
の
疑

問
への
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「 

公
共
施
設
の
総
合
計
画
っ
て
な
あ
に
？
」 

   

七
月

16
日
（土
） 

つ
ど
い
の
事
前
勉
強
会
を
経

て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
計
画
の
意
味
は
わ
か
る
け
れ

ど
、
で
は
、
ど
こ
を
ど
う
す
る
か
。
具
体
的
な
建

物
を
整
理
統
合
と
な
る
と
考
え
込
ん
で
し
ま
い 

 

                   

                     

ま
す
。
吉
祥
寺
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
公
会
堂 

は
譲
れ
な
い
も
の
。
も
し
公
会
堂
が
再
建
さ
れ
た

ら
、
そ
こ
に
は
プ
レ
イ
ス
に
あ
る
青
少
年
の
場
所

を
ぜ
ひ
設
け
て
欲
し
い
。
将
来
、
学
校
に
保
育
園

や
高
齢
者
の
居
場
所
が
組
込
ま
れ
る
の
は
、
皆

さ
ん
抵
抗
が
な
さ
そ
う
で
し
た
。
参
加

32
名
。

計
画
の
内
容
は
九
浦
の
家
だ
よ
り112

号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 

東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
今
年
も
楽
し
く 

 

九
月
４
日
（日
）本
宿
小
体
育
館
と
前
庭
で
行

わ
れ
た
「 

東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（主
催
東
部
福

祉
の
会
）地
域
の
福
祉
資
源
で
あ
る
事
務
所
や

サ
ー
ク
ル
も
集
ま
り
、
展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
、
タ
イ
ト
ル
通
り
い
ざ
と
い
う
と
き
役
立
つ
情

報
満
載
！
人
気
の
「 

か
え
っ
こ
」
を
体
育
館
で
行

い
、
相
乗
効
果
で
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
が
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 340

名
ほ
ど
。
ロ
コ
モ
体
操
、 

 
 

 
 

 
 

 

脳
ト
レ
体
操
、
改
良
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

の
ほ
か
消
防
団
に
よ
る
救
命
用
器
具 

             
 

の
使
い
方
実
習
も
役
立
ち
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

         

112号に掲載できなかった 
2015年度決算報告です。 

↓
舞
台
上
、
楽
で
早
く
正
確
な
千
鳥
型
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
。
こ
な
す
人
が
増
え
て
き
た
。 

三中1500ｍ走 

←
手
早
い
片
付
け
作
業 

↓それでも九浦でこのテーマ２度目。意見が出だす。 



 

◆
避
難
所
宿
泊
訓
練 

本
宿
小
体
育
館 

十
月

29
日
４
時
半
～
東
部
防
災
会 

 

◆
30
日
総
合
防
災
訓
練 

三
中
・
本
宿
小 

 

◆
九
浦
の
家
フ
リ
マ 

６
日 

10
時
半
～ 

  

◆
十
一
月

23
日 

午
後
６
時
～
九
浦
ホ
ー
ル 

  

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
「 

武
蔵
野
の
保
育
に
つ
い
て
」  

 

基
調
講
演 

猪
熊
弘
子
都
市
大
学
客
員
准
教
授 

 

＋ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム  

 

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

 
 

 

共
催 

東
町
保
育
園
建
設
を
考
え
る
会
・ 

 
 

 
 

保
育
の
質
を
考
え
る
む
さ
し
の
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

◆
つ 

ど 

い 
 

十
一
月

24
日
午
後
７
時
～
「 

戦
時
の
記
憶∸ 

 

軍
が
駐
留
し
た
我
が
家
」関
前 

島
津
好
江
氏 

 
  

十
二
月

22
日 

下
水
と
下
水
道
施
設 

 
 

 
 

午
後
７
時
～ 

お
話 

環
境
部
下
水
道
課
長 

街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。 

 

本
宿
コ
ミ
セ
ン
を
会
場
に
、
市
会
議
員
と
の
懇

談
会
を
持
ち
ま
し
た
。
市
議
さ
ん
12
名
参
加
、

全
参
加
者

46
名
で
、
待
機
児
問
題
、
医
療
問

題
、
都
市
計
画
道
路
、
公
会
堂
な
ど
を
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
他
の
地

域
の
議
員
さ
ん
と
交
流
で
き
、
意
義
深
い
で
す
。 

２
０
１
６
本
宿
盆
踊
り 

 

雨
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
素
敵
！ 

  

八
月

20
・
21
日
、
本
宿
小
で
本
宿
盆
踊
り
。

激
し
い
雨
が
時
々
降
り
、
会
場
は
校
庭
か
ら
体

育
館
に
変
え
、
給
食
室
前
か
ら
体
育
館
前
に
い

ろ
い
ろ
な
屋
台
。
子
供
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、

地
下
集
会
室
と
通
路
で
手
作
り
の
素
朴
な
も
の

で
す
が
大
人
気
。
夕
方
雨
も
止
み
、
浴
衣
姿
の

子
供
と
大
人
で
会
場
は
芋
の
子
を
洗
う
よ
う

（わ
か
る
か
な
？
）。
乳
母
車
や
抱
っ
こ
ひ
も
の

幼
児
が
、
こ
ん
な
に
と
思
う
ほ
ど
来
場
で
す
。 

 

日
曜
に
は
花
火
も
あ
が
る
。
本
宿
盆
踊
り
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
花
火
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、BG

M

付

き
の
名
物
で
、
日
本
一
の
校
庭
花
火
師
を
自
認

し
て
い
た
同
窓
会
長
菅
野
さ
ん
を
中
心
に
組
立

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
夏
、
菅
野
さ
ん
は
病
で

亡
く
な
ら
れ
た
の
で
、
な
ん
と
し
て
も
花
火
は

上
げ
た
い
と
の
思
い
が
通
じ
ま
し
た
。
地
域
の
夏

の
大
行
事
は
無
事
終
了
。 

雨
で
も1800

を
超
え
る
参
加
者
で
し
た
。 

こ
れ
だ
け
の
テ
ン
ト
や
椅
子
・机
、
終
わ
っ
た
後

の
片
づ
け
は
大
変
で
す
が
、
こ
れ
ぞ
地
域
、
次
の

行
事
の
た
め
に
仕
分
け
し
、
倉
庫
に
運
ん
で
一

本
締
め
で
お
わ
り
ま
し
た
。
翌
朝
も
花
火
の
燃

え
殻
拾
い
、
校
庭
の
ト
ン
ボ
か
け
。
行
事
は
こ
う

し
た
縁
の
下
の
市
民
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

 

九
月
末
街
中
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
し
て
い
ま
す
。 

◎

24
日
の
第
三
中
学
運
動
会
は
、
天
気
予
報
で

翌
日
に
延
期
。
予
報
通
り
午
後
か
ら
大
雨
。

25

日
は
青
空
が
広
が
り
、
保
護
者
や
弟
妹
の
見
物
で

賑
や
か
で
敬
老
席
も
満
席
。
女
子
千
ｍ
、
男
子
千

五
百
ｍ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
冒
頭
で
し
た
が
、
頑
張

れ
。
前
半
か
ら
リ
ー
ド
し
た
赤
組
が
勝
ち
ま
し

た
。
四
小
運
動
会
も
十
月
１
日
が
雨
で
２
日
に
。

十
月
８
日
樫
の
実
幼
稚
園
運
動
会
も
雨
。 

◎
街
中
に
曼
珠
沙
華
の
花
。
五
日
市
街
道
う
ぐ
い

す
小
路
入
口
前
の
歩
道
植
え
込
み
に
も
。 

◎
九
月

11
日
、
東
町
二
丁
目
の
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
研
究
、
国
立
民
族
博
物
館
名
誉
教
授
加
藤
九
祚

さ
ん
が
、
仏
教
遺
跡
発
掘
調
査
先
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
南
部
テ
ル
メ
ズ
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
享
年

94
歳
。(

九
浦
だ
よ
り103

号 

東
町
の
人) 

←
◎
九
月

10
・

11
日

女

子

大

通

り

光

会

と
、
五
日
市
街
道
四

軒
寺
町
会
か
ら
、
秋

祭
り
の
お
神
輿
と
曳

き

太

鼓

が

出

ま

し

た
。
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。
光
会
縁

日
の
締
め
は
お
馴
染

み
の
ビ
ン
ゴ
。400

名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

◎
八
月
９
日
武
蔵
野

市

37
度
。
日
差
し
の

中
、
自
転
車
で
す
れ
違
っ
た
方
。
「 

今
か
ら
お

弁
当
配
っ
て
き
ま
す
」
暑
い
中
を
あ
り
が
と
う
。 

◎
八
月
８
日
、
天
皇
の
お
気
持
ち
表
明
。 

◎
八
月
４
日
、
商
工
会
館
ゼ
ロ
ワ
ン
ホ
ー
ル
で
、

宮
本
小
路
の
保
育
園
建
設
に
つ
き
武
蔵
野
市
の
子

ど
も
家
庭
部
に
よ
る
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
市

の
担
当
課
職
員
に
よ
る
宮
本
小
路
の
視
察
は
ま

だ
。
参
加
し
て
い
た
母
親
か
ら
は
、
登
園
路
が
危

な
く
て
も
保
育
園
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。 

◎
七
月

10
日
参
議
院
選
挙
。
同

31
日
都
知
事
選

挙
。
今
回
か
ら
幼
児
や
ペ
ッ
ト
も
抱
っ
こ
す
れ
ば
投

票
所
に
入
れ
ま
し
た
。
た
だ
第
三
中
学
の
投
票
所
は

殺
風
景
。
下
駄
箱
を
白
模
造
紙
で
隠
し
て
い
ま
す
。 

◎
七
月

23
日
か
ら
川
上
自
然
の
村
で
の
本
宿
地
区

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
、
お
天
気
に
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い
星

空
を
見
た
そ
う
で
す
。
来
年
の
４
年
生
に
向
け
、
楽

し
い
か
ら
参
加
し
て
と
い
う
感
想
が
い
っ
ぱ
い
。 

◎
七
月

25
日
、
今
年
も
う
ぐ
い
す
小
路
東
通
り
に

月
下
美
人
が
沢
山
咲
き
、
夜
８
時
頃
に
見
物
人
が
何

組
も
。
い
い
匂
い
で
す
。
で
も
花
は
一
夜
限
り
。 

◎
七
月
サ
ン
ロ
ー
ド
の
バ
ウ
ム
吉
祥
寺
２
店
舗
撤
退
。 

◎
五
日
市
街
道
透
明
の
ビ
ル
に
「HARD.OFF

」
が
九

月

16
日
開
店
。
楽
器
や
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
買
取

り
、
販
売
修
理
。
メ
ン
テ
も
行
い
、
地
階
は
ス
タ
ジ

オNOAH

。
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
背
負
っ
た
白
髪
の
男
性

が
出
て
き
ま
し
た
。 

◎
サ
ン
ロ
ー
ド
春
木
屋
あ
と
に
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

WAN

。
二
階
に
は
獣
医
。 

◎
本
田
北
公
園
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
枯
れ
、
倒
木
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
中
に
二
代
目

植
樹
の
予
定
で
す
。 

３コミネットワーク 

市会議員との懇談 
８月28日（日）14時～ 

予告 

 

平
成
８
年
記
念
植
樹
。
直
径
60
㎝
→ 



  
  宮

本
小
路
の
保
育
園
計
画 

 

今
回
の
事
業
者
は
取
り
下
げ 

 

保
育
園
は
欲
し
い
。
で
も
質
も
大
事 

「 

東
町
１
丁
目
交
通
課
題
の
あ
る
「 

宮
本
小
路
」

に
面
す
る
有
限
会
社
ベ
ン
ダ
ー
ズ
に
よ
る
認
可
保

育
所
建
設
の
事
業
見
な
お
し
に
関
す
る
陳
情
」と

「 

宮
本
小
路
に
面
す
る
保
育
園
設
置
見
直
し
に

関
す
る
陳
情
」
２
本
が
九
月
議
会
に
出
さ
れ
る
。 

 

武
蔵
野
市
も
待
機
児
童
が
二
百
を
超
え
、
保
育

園
増
設
は
大
課
題
で
す
。
五
月
に
は
署
名
数4276

の
「 

吉
祥
寺
エ
リ
ア
に
新
規
認
可
保
育
園
の
早
期

開
設
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
」が
文
教
委

員
会
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
期
待
は

孫
の
保
活
中
の
住
民
も
同
じ
で
す
。 

 

六
月
末
、
「 

東
町
に
保
育
園
だ
っ
て
」「 

よ
か
っ
た

ね
」「 

ど
こ
？
」「 

宮
本
小
路
だ
っ
て
」… 

「 

な
ん
で
よ
り
に
よ
っ
て
宮
本
小
路
に
！
」 

 

驚
い
た
の
は
長
年
東
町
抜
け
道
問
題
に
悩
む
東

町
道
路
問
題
協
議
会
。
急
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
有
志
３
名
が
見
直
し
要
求

を
九
月
議
会
に
陳
情
し
ま
し
た
。
（
文
教
委
員
会
付

託
、
九
月

12
日
継
続
扱
い
、
九
月
末
議
会
説
得
用

デ
ー
タ
不
足
と
感
じ
再
提
出
前
提
で
取
下
げ
） 

 

宮
本
小
路
は
幅
員
５
ｍ
少
々
。
早
稲
田
通
り
の
延

長
で
、
青
梅
街
道
の
コ
ジ
マ
か
ら
の
右
折
車
他
を
合

わ
せ
、
南
善
福
寺
関
東
バ
ス
折
り
返
し
点
か
ら
五

日
市
街
道
へ
抜
け
る
一
方
通
行
路
。
こ
の
規
模
の

道
路
で
は
交
通
量
全
国
１
、
２
と
い
わ
れ
、
市
内
で

は
断
ト
ツ
１
位
。
特
徴
は
朝
６
時
半
〜
８
時
半
に

集
中
し
、
車
と
通
勤
通
学
の
自
転
車
が
南
へ
疾
走

し
ま
す
。
慣
れ
た
人
が
同
じ
方
向
に
走
る
の
で
今

ま
で
死
亡
に
い
た
る
事
故
は
少
な
い
が
、
保
育
園
へ

は
南
か
ら
の
逆
走
と
な
る
の
で
怖
い
の
で
す
。 

 
新
聞
５
紙
の
他
テ
レ
ビ
も
報
道
し
た
の
で
、
概
略

は
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
内
容
は
５
紙
違
い
、
朝

日
・毎
日
は
住
民
を
非
難
、
読
売
両
睨
み
、
産
経

が
冷
静
、
東
京
も
公
平
な
見
方
で
す
。 

 

今
回
の
反
対
理
由
は
、
交
通
事
情
に
よ
る
立
地

不
適
格
と
、
隣
接
住
民
へ
の
説
明
と
同
意
確
認
な

く
手
続
き
し
た
事
業
者
の
適
格
性
、
そ
の
申
請
書

だ
け
で
市
が
認
可
し
た
こ
と
へ
の
不
信
に
あ
り
ま

す
。
あ
る
市
議
は
「 

吉
祥
寺
が
高
慢
な
街
だ
と
み

ら
れ
か
ね
ず
…
情
け
な
い
」（9

・30
毎
日
新
聞
）

と
。
で
も
交
通
事
由
に
よ
る
反
対
も
、
隣
接
者
の
不

同
意
も
、
地
域
エ
ゴ
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

平
成

20
年
国
の
保
育
所
保
育
指
針
（
改
訂
）
は
、

「 

乳
幼
児
期
は
子
ど
も
の
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
を
養
う
時
期
。
保
育
所
の
役
割
は
、
保

護
者
へ
の
支
援
に
先
立
ち
、
環
境
を
通
し
て
子
ど

も
の
保
育
を
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
が
あ
る
」

と
保
育
所
の
社
会
的
責
任
（子
ど
も
の
人
権
の
尊

重
と
説
明
責
任
）を
明
記
し
ま
し
た
。
で
も
、
待
機

児
の
増
え
方
が
急
カ
ー
ブ
に
な
る
と
、
国
の
規
制

緩
和
圧
力
が
と
み
に
強
ま
り
ま
す
。 

 

昨

27
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
新
制
度
で
は
原

則
、
設
置
主
体
が
株
式
会
社
で
も
認
可
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
定
め
で
す
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
邑

上
守
正
市
長
は
九
月

12
日
文
教
委
員
会
で
、

「 

事
業
者
に
は
い
ろ
ん
な
課
題
が
ボ
コ
ボ
コ
出
て
き

て
不
安
な
面
が
あ
る
が
、
（保
育
所
）運
営
上
不
安

と
い
う
こ
と
は
な
い
」と
発
言
し
ま
し
た
。 

  

地
域
住
民
は
、
七
月

13
日
の
事
業
者
に
よ
る
説

明
会
（
九
浦
の
家
）
の
際
、
保
育
の
理
念
を
語
ら
ず
、

わ
ず
か
に
あ
げ
た
、
泥
ん
こ
遊
び
、
調
理
を
見
せ

る
食
育
も
設
計
上
に
見
ら
れ
な
い
な
ど
に
不
安
を

感
じ
た
と
い
い
ま
す
。
園
長
予
定
者
も
決
ま
っ
た
ば

か
り
で
し
た
。
現
役
保
育
士
さ
ん
の
「 

保
育
は
現

場
と
言
い
ま
す
が
、
経
営
者
の
理
念
が
な
け
れ
ば

優
秀
な
保
育
士
で
も
続
か
ず
や
め
て
い
く
」と
の

発
言
は
多
く
の
実
例
が
あ
り
、
乳
幼
児
に
と
っ
て

保
育
士
が
し
ば
し
ば
替
る
こ
と
は
最
大
の
問
題
で

す
。
「 

東
町
保
育
園
建
設
を
考
え
る
会
」は
こ
の

説
明
会
直
後
発
足
し
、
市
担
当
課
に
要
望
し
て
開

か
れ
た
八
月
４
日
の
説
明
会
（
ゼ
ロ
ワ
ン
ホ
ー
ル
）
の

説
明
に
も
納
得
で
き
な
い
と
陳
情
し
ま
し
た
。 

 

「  

理
念
が
あ
り
、
保
育
士
が
働
き
や
す
く
、
子
ど

も
も
幸
せ
」、
そ
れ
が
保
証
さ
れ
る
事
業
者
選
び

こ
そ
行
政
の
責
務
で
し
ょ
う
。
理
念
と
実
行
が
伴

え
ば
中
町
の
「 

か
っ
ぱ
の
家
」の
よ
う
に
、
住
民
も

支
援
し
続
け
る
で
し
ょ
う
。 

 

市
は
、
子
ど
も
の
保
育
（安
全
と
人
格
形
成
）に

責
務
を
負
っ
て
い
る
。
全
て
の
保
育
園
を
公
営
で
続

け
る
に
は
莫
大
な
予
算
を
要
す
る
た
め
、
武
蔵
野

市
は
検
討
に
検
討
を
重
ね
、
質
の
保
証
を
以
て

「 

子
ど
も
協
会
立
保
育
園
」移
管
を
親
た
ち
に
納

得
し
て
も
ら
い
、
数
園
を
移
行
し
ま
し
た
。
優
れ
た

「 

保
育
園
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」も
あ
り
ま
す
。 

 

武
蔵
野
市
が
、
今
回
の
事
業
者
を
保
育
園
経
営

者
と
し
て
ど
う
評
価
し
た
の
か
知

り
た
い
と
「 

考
え
る
会
」は
市
の
説

明
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
計
画
は
「 

認
可
保
育
所
運
営
事
業
者
募

集
要
項
」に
基
づ
く
「 

選
定
委
員
会
」に
よ
る
審

査
で
は
な
く
、
要
項
も
規
則
も
存
在
し
な
い
「 

事

業
者
持
ち
込
み
提
案
方
式
」に
よ
る
も
の
で
、
「 

武

蔵
野
市
認
可
保
育
園
待
機
児
童
緊
急
対
策
本
部

会
議
」（
五
月
６
日
開
催
）
で
は
、
本
事
業
が
「 

提
案

即
決
定
」の
審
議
だ
っ
た
こ
と
が
、
八
月

16
日
に

出
さ
れ
た
市
か
ら
の
書
面
回
答
で
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
「 

選
定
の
議
事
録
」は
存
在
し
な
い
と
の

理
由
で
非
開
示
で
す
。 

 

認
可
保
育
所
を
経
営
す
る
事
業
者
は100

％
公

的
補
助
を
受
け
（乳
児 

約249

万
／
１
人
・年 

う

ち
武
蔵
野
市
３
分
の
２
負
担
。
今
回
事
業
で
は
１

億
５
百
万
／
年
）、
か
つ
法
人
税
も
固
定
資
産
税

も
か
か
ら
な
い
。
保
育
園
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ン
サ
ル
会

社
が
複
数
あ
り
ま
す
。
武
蔵
野
の
保
育
を
ビ
ジ
ネ

ス
に
し
て
よ
い
の
か
。
今
保
育
の
質
を
守
る
の
は
、

行
政
の
目
利
き
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

◎
東
町
１
丁
目
「 

平
井
医
院
跡
地
」市
有
地
及
び

南
町
３
丁
目
市
有
地
等
を
活
用
し
、
緊
急
待
機

児
童
解
消
に
向
け
て
、
公
募
選
定
で
の 

地
域
か

ら
信
頼
の
お
け
る
事
業
者
に
よ
る
認
可
保
育
所

設
置
」を
求
め
る
陳
情
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
十
一

月

21
日
文
教
委
員
会
付
託
で
す
。 
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吉祥寺東コミュニティ  
センター（九浦の家）  

東（左側―写真で右）に自転車が走ると車は右に寄る。 
朝は西側を北へ向かう自転車、歩行者はない。 

九
月

27
日
朝
。
自
転
車
同
士
事
故
。
車
も

こ
の
程
度
で
は
止
ま
ら
ず
走
り
抜
け
る
。 


